
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
日

率

昭
和
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
日

二
四
・
六
八

昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

二
一
・
七
四

昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

二
〇
・
五
二

昭
和
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

一
九
・
六
二

昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

一
八
・
五
一

昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

一
七
・
八
七

昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

一
七
・
六
一

昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

一
六
・
五
四

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

一
五
・
五
六

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

一
三
・
九
二

昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

一
二
・
五
二

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

一
一
・
二
九

昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

一
〇
・
一
九

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

九
・
三
二

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

八
・
四
六

昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

七
・
六
二

昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

六
・
七
五

昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

五
・
九
〇

平成™™年�月š—日 金曜日 第œš�œ号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
号

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
母
子
及
び

寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の

生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
四
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
２
の
１
の
^
中
「母

子
家
庭
及
び

」
を
「母

子
家
庭
等
及
び

」
に
改
め
、
同
３
の
\
の
f
及
び
]
の
|
の
イ
の
è

中
「の
母

」
を
「の

母
等

」
に
改
め
、
同
エ
中
「母

子
家
庭

」
を
「母

子
家
庭
等

」
に
改
め
、
同
~
の
イ
中
「都

道
府

県
及
び
市
町
村

」
を
「都

道
府
県
及
び
市
町
村
対
象
：
母
子
家
庭
等

」
に
、「の

母

」
を
「の

母
等

」
に
改
め
、
同
ウ

中
「都

道
府
県
等
及
び
市
等

」
を
「都

道
府
県
等
及
び
市
等
対
象
：
母
子
家
庭
等

」
に
、「の

母

」
を
「の

母
等

」
に

改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
九
号

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
評
価
療
養
及
び
選
定
療
養
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
五
号
）
第
一
条

第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び
施
設
基
準
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八
十
七

Ｉ
Ｌ
28
Ｂ
の
遺
伝
子
診
断
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
効
果
の
予
測
評
価

イ

対
象
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

Ｃ
型
慢
性
肝
炎
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
・
リ
バ
ビ
リ
ン
併
用
療
法
に
よ
る
効
果
が
見
込
ま
れ
る
も
の
に
限

る
。）

ロ

施
設
基
準

\

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

{

専
ら
消
化
器
内
科
又
は
肝
臓
内
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い
て
五
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ

と
。

|

肝
臓
専
門
医
又
は
臨
床
遺
伝
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

}

当
該
療
養
に
つ
い
て
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

~

当
該
療
養
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
と
し
て
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

]

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

{

消
化
器
内
科
又
は
肝
臓
内
科
を
標
榜ぼ
う

し
て
い
る
こ
と
。

|

薬
剤
師
又
は
臨
床
検
査
技
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

}

二
十
四
時
間
院
内
検
査
を
実
施
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

~

医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

�

倫
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
届
出
後
当
該
療
養
を
初
め
て
実
施
す
る
と
き
は
、
必
ず
事
前
に
開

催
す
る
こ
と
。

�

医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

‚

遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施
体
制
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ƒ

遺
伝
子
関
連
検
査
検
体
品
質
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
検
体
の
品
質
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

„

当
該
療
養
に
つ
い
て
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

第
三
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
十
八

残
存
聴
力
活
用
型
人
工
内
耳
挿
入
術

両
側
性
感
音
難
聴
（
高
音
障
害
急
墜
型
又
は
高
音
障
害
漸
傾
型
の

聴
力
像
を
呈
す
る
も
の
に
限
る
。）

二
十
九

脂
肪
萎い

縮
症
に
対
す
る
レ
プ
チ
ン
補
充
療
法

脂
肪
萎い

縮
症

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
一
号

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
六
号
）
第
五
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
第
五
十
七
条
の
二
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
率
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す

る
政
令
第
五
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
率

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
六
号
）第
五
十
七
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
は
、

第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
と
す
る
。

一

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
号
。
次
号
に
お
い
て「
改
正
法
」と
い
う
。）

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
。
次
号
に
お
い
て
「
旧
船
員
保
険

法
」
と
い
う
。）第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
の
資
格
喪
失
当
時
の
標
準
報
酬
月
額
（
被
保
険
者
の
資
格
を
喪

失
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
日
が
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
に
応
じ
、
次
の
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
百
二
十
一
万
円
を
超
え
る
と
き
は
百
二
十
一
万
円
）。以
下
同
じ
。）

の
二
月
分
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
が
当
該
標
準
報
酬
月
額
と
三
十
一
万
五
千
円
と
の
合
算
額
に
満
た
な
い
と
き
は

そ
の
合
算
額
）

Ÿ
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